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1.はじめに

本研究で扱う産業機械は，港湾埠頭，造船所などで
主に使用されているジブクレーンなどの大型クレーン
である．そのようなクレーンは，一度導入すると数十年
に及ぶ長期間の利用が期待される産業機械である．そ
の為，長期間安全にクレーンを使用し続けるには，点
検を行いクレーンの正常な状態を保っていく必要があ
る．もし，点検が正しく行われておらず，産業機械が正
常な状態を保てていない場合，故障による業務停止や
事故が発生する可能性がある．また，産業機械の運転
停止は生産性の低下を招くこととなる．そこでクレー
ンには，安全について基準を定めた厚生労働省令 (ク
レーン等安全規則)がある．クレーン等安全規則で，月
例検査や年次検査を行うことや，その点検結果は記録
し，3年間保存することが定められている．
現状，クレーンの点検は，記録用紙を用いて行われ
てる．しかし，この方法は，点検漏れが起こりうるこ
とや効率的に作業が行われているとは言えない．また，
過去の点検結果の書類の保持や閲覧，データの蓄積が
容易ではないという問題がある．
本研究では，現場での点検時において，点検漏れの
防止や検査項目と記録映像や音響の紐づけ，前回の点
検結果の参照．また，点検後はデータの蓄積や閲覧，さ
らにクレーンの使用企業とクレーン製造企業との点検
情報の共有を行い，点検業務や保守管理の向上を目的
とする．
そこで，本研究では，スマートフォンで点検結果を
記録するためのアプリケーションと情報管理するサー
バーからなる点検システムの開発を目標とする．

2.研究概要
2.1.大型クレーン
大型クレーンには，ジブクレーンやゴライアスクレー
ンなどがあげられる．例えばジブクレーンは，高さ 50m
超に及ぶサイズのものも存在する．その為，点検作業
は地上からだけでなく，クレーンを登り，高所での点
検作業をも行う必要がある．
2.2.クレーン等安全規則
クレーン等安全規則といった厚生労働省で定めてい
る省令がある．クレーン等安全規則第 34条から第 38
条には定期自主検査といった検査についての項目が存
在する [1]．定期自主検査とは，事業者はクレーン設置
後に，一定期間において所定の項目について，行う必
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表 1: 定期自主検査概要
項目 条項 要点

定期自主
検査

第 34条 年次検査の実施 (1年以内
に 1回)

第 35条 月例検査の実施 (1ヶ月以
内に 1回)

作業開始
前の点検

第 36条 作業開始時の点検の実施

暴風後等
の点検

第 37条 瞬間風速 30m/sec以上の
風が吹いた後と中震以上
の震度の地震後にクレー
ン各部の異常の有無につ
いて点検の実施

自主検査
等の記録
保存

第 38条 点検結果を 3 年間保存
(第 36条の作業開始前の
点検を除く)

補修 第 39条 検査において異常が認め
られたとき，直ちに補修

要がある検査のことである．表 1に定期自主検査の概
要を示す．
本研究では，クレーン安全規則の中の一年以内に一
回行う必要のある年次検査と 1ヶ月以内に一回行う必
要がある月例検査，年次検査と月例検査の結果を 3年
間保存する必要がある自主検査等の記録の保存を満た
すための開発研究を行う．
2.3.現在の検査方法と検査結果の保存方法，それら
の課題

クレーンの検査は，記録用紙に点検結果を記入する
方法で行われている．この方法では，点検作業が効率
的に点検作業を行えているとは言えないといった課題
がある．
また，検査結果の保存は，事業者ごとに異なり，記
録用紙のままや記録用紙の点検結果をコンピューター
に入力するなど，それぞれの方法をとっている．記録
用紙の場合，検査結果の書類の保持や閲覧，検査デー
タの蓄積が容易ではなく，検査データを十分に活用で
きていないという課題がある．また，点検結果をコン
ピューターに入力も，一度記録用紙を記入してからの行
為の為，誤入力の可能性もあり，効率的とは言えない．

3.システム概要

検査時に，点検結果を記録するスマートフォン向け
アプリケーションと点検情報を管理するサーバーから
なる点検支援システムの開発を行う．まず，全体の概
要としてシステム構成図を図 1に示す．

Copyright     2020 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-345

7ZC-06

情報処理学会第82回全国大会



図 1: システム概要図

3.1.アプリケーションの概要
本研究で作成するアプリケーションは，その点検者
がミスなく効率的に点検項目を入力し，点検情報を記
録するスマートフォン向けアプリケーションである．ス
マートフォン向けアプリケーションである理由は，ジ
ブクレーンのように高所に登って点検作業を行う際に，
機器をポケットに入れての持ち運びを行う為である．
本アプリケーションは，点検者が月例または定期検
査項目の選択を行い，クレーンや装置，部位を選択し，
点検項目の合否判定や特記事項の記入を行う．
現状，記録用紙を用いての点検では，以下の 3点が
課題点として挙げられている．

1. 映像や音響を記録したいが，現状の検査では行え
ていない．

2. 点検の参考に，前回での点検結果を扱いたいが，参
照するのが容易ではない．

3. 項目ごとに点検内容を深く記述できるわけではな
い為，慣れていない人が効率的に点検を行えてい
ない．

そこで，スマートフォン用のアプリケーションを用
いて点検結果を記録していくにあたり，記録用紙であっ
た課題を以下の 3点の機能を搭載し，点検情報をより
正確かつ有用にすることを目指した．

1. スマートフォンのカメラ機能を用い，写真や動画
の撮影を行い，点検項目との紐づけを行う．

2. サーバーとの通信で前回の点検情報を受け取り，点
検時に表示させる．

3. ポップアップで点検項目の細部表示を行う．

1の機能により，映像記録を点検項目との紐づけし
て行うことにより，より検査データの活用が行える．2
の機能により，前回情報を記述することで前回からの
引継ぎ事項を容易に知ることができ，点検時に参考で
きる為，警戒場所や重要箇所の見落としを防ぐことが
できる．3の機能により，点検に不慣れな人でも円滑に
点検作業を行うことができ，誤った点検手段や点検結
果を防ぐことができる．
これらによって，点検時における効率的な点検作業
の支援と保守管理においての情報活用が期待できる．

3.2.サーバーとwebページ
サーバーでは，アプリケーションから送信された点
検情報の蓄積を行い，アプリケーションで必要な情報
をアプリケーションの要求があった際に必要情報を送
信する．また，webシステムから要求された際にも，必
要情報を送信する．
webページでは，保守点検に必要なデーターをサー
バーと通信して得ることによって，表示させ，保守点
検の支援を行う．
また，このシステムによりクレーンの使用企業の点
検情報をクレーン製造企業と共有することを容易にす
る．これにより蓄積情報から交換時期の割り出しや，交
換部品をあらかじめの備えが行えたりすることで，ク
レーンの部品交換が円滑に行え，クレーンの停止を未
然に防ぐことを期待できる．

4.おわりに

本研究では，現場での点検時において，点検漏れの
防止や検査項目と記録映像や音響の紐づけ，前回の点
検結果の参照．また，点検後はデータの蓄積や閲覧，さ
らにクレーンの使用企業とクレーン製造企業との点検
情報の共有を行い，点検業務や保守管理の向上を目的
に，スマートフォンで点検結果を記録するためのアプ
リケーションと情報管理するサーバーからなる点検シ
ステム wp 開発した．本システムの開発の際には，ク
レーン事業者からヒアリングから，業務内容と現状に
おける課題を明確化した上でシステムに必要な機能の
検討を行った．本システムでは，カメラ機能を用い，映
像等の記録をとり，点検項目との紐づけを行った．こ
れにより，保守管理の向上につながる．また，前回情報
の参照やポップアップでの点検項目の表示により，点
検結果や手段の誤りの防止につながる．今後は，点検
データの蓄積による保守管理の向上についての評価を
行い，改善や新機能の追加を行う．
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